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入札説明書等に関する質問書に対する回答書  
 
 

公  告  日 令和４年７月６日 

品     名 空間放射線測定器 

質  問  事  項 

・仕様書において、「自然放射性核種が支配的な存在下において、Bi 計数率及び

Tl 計数率から算出した推定自然線量率を空間放射線線量率から差し引いた値(推

定人工線量率)がほぼ±1nGy/h となるようなものとする」とございますが、具体

的に、どの様な証明を行えれば宜しいでしょうか。現地検証以外の方法で仕様を

満たす方法がございましたら、何卒ご教示の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 
   

 
 
 

回      答 

工場検査の段階及び設置後の測定値をもとに推定人工線量率を算出し、ほぼ±

1nGy/h 以内であることを確認することを想定しています。 

 なお、推定人工線量率の算出方法は別添資料を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 














